様式第２号（第４条関係）

北九州市脱炭素型資源循環事業者認定制度申請書（処分業者用）
　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
北九州市長　　武内　和久　様
申請者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
（代表電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
北九州市脱炭素型資源循環事業者認定制度実施要綱第４条の規定により、北九州市脱炭素型資源循環事業者の認定を受けたいので、関係書類を添えて申請します。
	事業所の名称
	

	事業所の所在地
	


１．申請区分
　　以下のいずれかにチェックを入れてください。
　　☐　新規認定
　　☐  更新認定
☐  グレードアップ認定
２．申請グレード
　　以下の４段階のグレードから申請を希望するグレードにチェックを入れてください。
☐　サーキュラーキーパー（★）
　　※国の優良産廃処理業者の認定を受けている事業者は、申請によりこのグレードの
認定を受けられます。「サーキュラーキーパー」の認定を受けるための、適合状
況を確認する書類の提出は不要です。
　　☐　グリーンサーキュラーチャレンジャー（★★）
☐　グリーンサーキュラーナビゲーター（★★★）
☐　グリーンサーキュラーフロンティア（★★★★）
３．評価項目への適合状況
　　各評価項目について適合状況をチェックし、確認方法に記載されている必要書類を添付してください。
①　産業廃棄物の適正処理（必須項目）
	評価項目
	適合状況

	ア　遵法性（法令順守と健全な事業運営）

	
	（特別管理）産業廃棄物の処理は、「（特別管理）産業廃棄物処理基準」（法第１２条第１項、第１２条の２第１項）に従い、適切に行っている。
	☐適合

	
	（特別管理）産業廃棄物が運搬されるまでの間、「（特別管理）産業廃棄物保管基準」（法第１２条第２項、第１２条の２第２項）に従い、保管している。
	☐適合

	
	所有する施設が法施行規則第１２条に定める技術上の基準及び同規則第１２条の２に定める維持管理の技術上に適合している。
	☐適合

	
	（特別管理）産業廃棄物事業場外保管届出書（法第１２条第３項前段、法第１２条の２第３項前段関係）を適切に提出している。（該当事業者のみ）
	☐適合

	
	（特別管理）産業廃棄物処理計画書（法第１２条第９項、法第１２条の２第１０項）及び（特別管理）産業廃棄物処理計画実施状況報告書（法第１２条第１０項、法第１２条の２第１１項）を期限内に提出している。（多量排出事業者のみ）
	☐適合

	
	管理票及びその写しを５年間保存している。（法第１２条の３第２項、第６項、第９項、第１０項）
	☐適合

	
	産業廃棄物管理票交付等状況報告書（法第１２条の３第７項）を期限内に提出している。（過去５年間）
	☐適合

	
	直前２年（令和５年４月１日から令和７年３月３１日までの間）において、特定不利益処分を受けておらず、過去に処分を受けた場合には、その履行を終えていること。
	☐適合
誓約書
(添付書類）

	
	直前１年（令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの間）において、文書による行政指導を受けておらず、また、過去に指導を受けた場合には、その履行を終えていること。
	☐適合

	評価項目
	適合
状況
	確認方法（必要書類）

	イ　電子マニフェストの使用
	☐適合
	電子マニフェストシステム加入証の写し

	ウ　財務体質の健全性（自己資本比率、経常利益）
	☐適合
	直前3年の各事業年度の貸借対照表、損益計算書の写し

	エ　事業場内の清掃実施、清潔維持
	☐適合
	申請書提出前2週間以内に撮影された事業場内全景、保管場所及び作業場所の写真

	オ　労働安全衛生への配慮
	☐適合
	・労働安全衛生に関する社内教育の実施報告書、研修資料、またはこれらに準ずる実施が確認できる書類
・事業場の管理監督者が安全衛生に関する研修会に参加したことが確認できる書類

	カ　事業の透明性（情報公開）
	☐適合
	公益社団法人産業廃棄物処理事業振興財団発行の「事業の透明性に係る基準適合証明書」、または産廃情報ネットの「履歴証明サービス」により作成した書類、または自社ホームページの該当ページＵＲＬを下記に記載すること


	キ　産業廃棄物のリサイクル率の把握
	☐適合
	自社の産業廃棄物に関するリサイクル率の算定資料（算定期間および算定根拠を明記したもの）


※備考　法とは廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）を指すものとする。
②　自社の脱炭素化に向けた取組(選択項目/グレードにより必須項目)
	評価項目
	適合
状況
	確認方法（必要書類）

	ア　自社の温室効果ガス排出量（資源循環分野を含む）を把握している (グリーンサーキュラーチャレンジャー認定以上必須項目)
	☐適合
	地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき国に報告した温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度に基づく報告書の写し、または自社ウェブサイト、事業パンフレット等に排出量情報を公表している箇所の抜粋資料

	〇具体的な取組内容
　算定方法、算定頻度、過去３年間の排出量推移など、詳細を具体的に記述してください。


	イ　自社の温室効果ガス排出削減（資源循環分野を含む）に向けた目標を掲げ、削減の実績がある (グリーンサーキュラーナビゲーター認定以上必須項目)
	☐適合
	温室効果ガス削減に関する目標設定および取組方針を示す資料（例：環境報告書などのパンフレット、ホームページ）、並びに削減実績を示すデータまたは報告書

	〇具体的な取組内容
目標の具体的な数値、目標設定の根拠、目標達成に向けた具体的な施策（例:施設の導入、プロセス改善）、その施策による削減効果、実績が目標に対してどの程度達成されているか、今後の計画などを具体的に記述してください。



	ウ　事業場内に省エネ設備を導入している（既存施設の更新も含む）
	☐適合
	設備等を導入していることが分かる資料（仕様、図面、配置図、現地写真等）

	　〇具体的な取組内容
　　導入した設備の具体的な種類、導入時期、導入による削減効果（電力消費量、コストなど）、導入決定に至った背景や課題などを記述してください。



	エ　脱炭素電力への切り替えを行っている
	☐適合
	電力会社との契約書等の確認できる書類の写し

	オ　事業場内に太陽光発電設備を導入している　
	☐適合
	設置状況の現地写真

	カ　温室効果ガス排出量削減に配慮した車両を導入している
	☐適合
	該当車両の車検証の写し

	ク　燃料のカーボンニュートラル化に向けた情報収集等取組を行っている
	☐適合
	導入していることが分かる資料（契約・購入状況がわかる資料、製造設備概要図など）、または、社内検討資料の写し（導入可能性調査報告書、導入計画書（案）、導入に向けた工程表、社内会議の議事録など）

	ケ　北九州市脱炭素電力認定制度の認定を受けている (加点項目)
	☐適合
	認定証の写し、または参加状況が分かる資料（ホームページ等）

	コ　SBT認証（中小企業向けを含む）を取得している (加点項目)
	☐適合
	認定証の写し、または参加状況が分かる資料（ホームページ等）


③　産業廃棄物の脱炭素型資源循環に向けた取組 (選択項目/グレードにより必須項目)
	評価項目
	適合
状況
	確認方法（必要書類）

	ア　産業廃棄物の脱炭素型資源循環の取組が優れており、その効果が実績として認められる (グリーンサーキュラーナビゲーター認定以上必須項目)
	☐適合
	〇排出事業者：廃棄物発生量の抑制量や再利用量、再生利用率の算定資料
〇処理業者：再生利用率または最終処分量削減率の算定資料

	　〇具体的な取組内容
　　廃棄物の発生抑制、再利用、再生利用率向上に具体的にどのような取組を行っているのか、具体的な数値目標と実績（例：特定廃棄物の排出量〇%削減、再生利用率〇%向上）、導入した技術やシステムの概要、協力体制などを記述してください。




	ウ　排出事業者と廃棄物の減量化・資源化に向けた協議等、コミュニケーションを行っている 
	☐適合
	排出事業者に対して、分別や排出抑制の啓発のために配布した文書、現地調査や協議の報告書など

	〇具体的な取組内容
　　どのような頻度でどのような内容の協議を行っているのか、具体的な成果（排出事業者側の減量化・再資源化率向上など）、コミュニケーションツールなどを記述してください。



	エ　再生材利用や生産に向けて技術開発や試作品製作等に取組んでいる
	☐適合
	技術開発や試作品製作にかかる書類等、試作品の見本など

	　〇具体的な取組内容
どのような廃棄物を対象にどのような技術で、どのような再生材を開発しようとしているのか、その進捗状況、期待される効果（環境負荷低減、経済効果）などを記述してください。



	オ　廃棄物の焼却や埋立からリサイクルへ転換促進するための技術開発・設備導入を計画している (処分業者のみ)
	☐適合
	リサイクルへの転換促進に向けた技術開発や設備導入の計画に係る書類等、設備の設計図など

	〇具体的な取組内容
具体的な転換対象の廃棄物、導入を検討している技術や設備の概要、計画の具体的なスケジュール、期待されるリサイクル率向上効果などを記述してください。



	カ　定期的に産業廃棄物の適正処理、脱炭素等に係るセミナーに参加し、情報収集に取り組んでいる
	☐適合
	研修会の申込み記録等の参加したことが確認できる書類、または産業廃棄物対策課における記録の照合

	キ　福岡県産業資源循環協会に加入してい　
　る
	☐適合
	福岡県産業資源循環協会が発行する会員証明書

	ク　自社の産業廃棄物のリサイクルや脱炭素化の取組をホームページ等でＰＲしている
	☐適合
	自社のホームページ画面をプリントアウトしたものや広報物（チラシ、パンフレットなど）

	ケ　自社の産業廃棄物のリサイクルや脱炭素化の取組をイベント等でＰＲしている
	☐適合
	参画したことが分かる資料・写真など

	コ　自社の技術により、廃棄物の焼却や埋立からリサイクルへの転換を実現している
	☐適合
	リサイクルへの転換促進に向けた技術開発や設備導入に係る書類（施設の現況写真、実施報告書など）

	シ　再生材を原料として製造事業者に供給し、循環利用する等、脱炭素型資源循環に向けた先進的かつ革新的な取組を実施している(グリーンサーキュラーフロンティア認定必須項目)
	☐適合
	申請書の記載内容、申請者によるプレゼンテーション、現地確認

	〇具体的な取組内容
　　貴社の先進的・革新的な取組について、具体的な再生材の種類、利用技術、循環スキーム、連携企業、導入効果（削減量、コスト削減など）を記述してください。（例：廃プラスチックを独自技術でペレット化し、〇〇メーカーに供給。年間〇tの新規プラスチック削減に貢献。）




④　サステナビリティ向上への総合的な取組（選択項目）
	評価項目
	適合
状況
	確認方法（必要書類）

	ア　ISO14001又はエコアクション21等の認証を受けている
	☐適合
	認定証の写し

	イ　法定以外で定期的に事業場周辺における環境調査の実施等により環境保全に取組んでいる
	☐適合
	調査結果資料（調査状況がわかるものであれば抜粋でよい）

	〇具体的な取組内容
　実施した環境調査の内容（大気、騒音、振動、水質、悪臭、生態系等）、実施頻度、期間、その調査から得られた知見や改善に繋がった点などを具体的に記述してください。



	ウ　環境カウンセラー、公害防止管理者等の専門知識を有する従業員を雇用している
	☐適合
	資格を証明する書類の写し及び従業員であることを証する書類

	エ　環境保全に関する地域貢献活動を実施している
	☐適合
	取組内容が確認できる書類（取組状況の写真や自治会の案内文書等）

	  〇具体的な取組内容
　　実施した地域貢献活動の内容、実施頻度、具体的な参加人数、成果や地域からの反響などを記述してください。（例：月1回の事業所周辺の清掃活動に社員が自発的に参加。〇〇地区の美化に貢献している。地元の環境イベントにブース出展し、廃棄物リサイクルに関する啓発活動を実施。）



	オ　北九州ネイチャーポジティブネットワークに参画している
	☐適合
	ネットワークに参画していることが確認できるもの

	カ　自立支援を促す雇用や高齢者雇用等の推進により、多様な人材の確保、活用に取り組んでいる
	☐適合
	採用実績が分かる資料

	　〇具体的な取組内容
　　どのような対象者（元暴力団員、刑務所出所者、障がい者、高齢者、外国人など）の雇用に、どのような制度や支援体制を設けて取組んでいるのか、その背景や成果、今後の展望などを記述してください。



	キ　北九州SDGs登録制度の登録事業者である（加点項目）
	☐適合
	登録していることを証明する資料の写し

	ク　北九州市サステナブル経営認証制度の認証を取得している（加点項目）
	☐適合
	認証を受けていることを証明する資料の写し


４. 事業者ＰＲ（任意）

本制度の目的である脱炭素型資源循環やサステナビリティ向上への貴社の積極的な　取組、独自の強み、将来の展望などについて、自由に記述してください。

５．添付書類
上記「３．評価項目への適合状況」の確認方法に記載された必要書類を添付し、チェックボックスに✓を入れてください。
（１）必須項目の添付書類
①　産業廃棄物の適正処理（必須項目）
ア☐　誓約書
イ☐　電子マニフェストシステム加入証の写し
ウ☐　直前3期分の決算報告書（貸借対照表、損益計算書）
エ☐　事業場内全景、保管場所及び作業場所の写真（申請書提出前2週間以内に撮影
　　されたもの）
オ☐・労働安全衛生に関する社内教育の実施報告書、研修資料、またはこれらに準ず
　　　る実施が確認できる書類
　　・事業場の管理監督者が安全衛生に関する研修会に参加したことが確認できる
　　　書類
カ☐　事業の透明性（情報公開）を証明する書類
　　以下のいずれかの書類を添付してください。
☐　公益社団法人産業廃棄物処理事業振興財団発行「事業の透明性に係る基準適
合証明書」
☐　産廃情報ネット「履歴証明サービス」により作成した書類
キ☐　産業廃棄物のリサイクル率の算定資料（算定期間および算定根拠を明記したも
の）
（２）選択・加点項目に関する添付書類
申請するグレードに応じて、該当する項目のチェックボックスに✓を入れ、必要書類を添付してください。
②　自社の脱炭素化に向けた取組
☐ア　地球温暖化対策推進法に基づく温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度に基
　　づく報告書の写し、または自社の公表資料（ウェブサイト、事業パンフレットな
ど）
☐イ　温室効果ガス削減に関する目標設定および取組方針を示す資料（環境報告書な
ど）、ならびに削減実績を示すデータまたは報告書
☐ウ　省エネ設備を導入していることが分かる資料（仕様、図面、配置図、現地写真等）
☐エ　電力会社との契約書等の確認できる書類の写し
☐オ　太陽光発電設備設置状況の現地写真
☐カ　環境配慮車両の車検証の写し
☐ク　燃料のカーボンニュートラル化に関する導入状況が分かる資料、または社内検討
　　資料の写し
☐ケ　北九州市脱炭素電力認定制度の認定証の写し、または参加状況が分かる資料
☐コ　SBT（Science Based Targets）認証（中小企業向け含む）の認定証の写し、また
　　は参加状況が分かる資料
③　産業廃棄物の脱炭素型資源循環に向けた取組
☐ア　廃棄物発生量の抑制量や再利用量、再生利用率または最終処分量削減率の算定資
　　料
☐ウ　排出事業者への分別・排出抑制啓発文書、現地調査や協議の報告書など
☐エ　再生材利用や生産にかかる技術開発や試作品製作に関する書類、試作品見本など
☐オ　廃棄物の焼却・埋立からリサイクルへの転換促進に向けた技術開発や設備導入の
計画に係る書類、設備の設計図など
☐カ　産業廃棄物関連セミナー等の参加が確認できる書類（申込記録など）
☐キ　公益社団法人福岡県産業資源循環協会が発行する会員証明書
☐ク　自社の脱炭素型資源循環の取り組みをＰＲする広報物（チラシ、パンフレットな
ど）やホームページの画面をプリントアウトしたもの
☐ケ　エコライフステージ、エコテクノ、その他環境イベント等に参画したことが分か
る資料・写真など
☐コ　自社の技術による廃棄物の焼却・埋立からリサイクルへの転換を実現したことを
示す書類（施設現況写真、実施報告書など）
④　サステナビリティ向上への総合的な取組
☐ア　ISO14001、エコアクション21等の環境マネジメントに関する認証の認定証の写
　　し
☐イ　事業場周辺における環境調査結果資料（調査状況が分かる部分の抜粋で可）
☐ウ　環境に関する有資格者の資格を証明する書類の写し、および従業員であることを
　　証する書類
☐エ　環境保全に関する地域貢献活動が確認できる書類（活動写真、自治会の案内文書
など）
☐オ　北九州ネイチャーポジティブネットワークへの参画が確認できるもの
☐カ　自立支援を促す雇用や高齢者雇用等の推進に関する採用実績が分かる資料
☐キ　北九州SDGs登録制度の登録事業者であることを証明する資料の写し
☐ク　北九州市サステナブル経営認証制度の認証を取得していることを証明する資料
　　の写し
６．誓約事項
　　北九州市脱炭素型資源循環事業者認定制度の申請にあたり、以下の事項について誓約します。
（１）申請書及び提出資料の内容はすべて真実であり、虚偽の記載はありません。
（２）北九州市脱炭素型資源循環事業者認定制度の認定基準を遵守します。
（３）認定後、認定取消事由に該当する事態が発生した場合は、速やかに北九州市に報告
します。
令和　　年　　月　　日
　　事業者名　　　　　　　　　　　 　　　　　　
代表者氏名 　　  　　           　　 　　　
	担当部署名
	

	担当者氏名
	

	電話番号
	

	E-mail
	


【提出先】
〒803-8501                       
北九州市小倉北区城内１番１号   
北九州市環境局産業廃棄物対策課
TEL:093-582-2177　FAX:093-582-2196
E-mail:kan-haikibutsu@city.kitakyushu.lg.jp
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